
生
涯
教
育
学
序
説

j
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
j

要
目

往
生
院
本
の
ア
ポ
リ
ア
は
後
世
の
悪
戯
と
さ
れ
る
第
二
証
判
奥
書
と
第
一
証

判
奥
書
の
一
部
字
消
し
と
冒
頭
三
十
一
文
字
の
三
文
節
文
頭
の
別
字
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
師
資
相
承
の
悦
点
か
ら
教
育
哲
学
を
中
心
と
す
る
学
際
的
研
究

に
よ
っ
て
日
付
、
源
空
、
「
空
L

の
草
名
体
か
ら
な
る
一
行
は
法
然
真
筆
で
あ

る
こ
と
、
両
奥
書
聞
の
時
空
的
距
離
は
法
然
の
今
、
こ
こ
、
我
の
念
仏
の
示
唆

に
よ
っ
て
、
第
一
証
判
奥
書
の
弟
子
を
回
心
さ
せ
、
自
ら
二
十
一
丈
字
の
意
味

を
理
解
さ
せ
、
あ
え
て
別
字
に
表
記
・
表
現
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
個
性
的
、
創
造
的
、
対
話
的
師
資
相
示
が
現
代
教
育
に
と
っ
て
三
十
年

来
に
一
旦
っ
て
懸
案
の
新
し
い
生
涯
教
育
の
統
合
性
原
理
を
導
く
こ
と
を
わ
れ
わ

れ
は
『
選
択
集
』
と
『
教
行
信
一
社
』

の
向
後
序
に
お
け
る
師
資
相
承
の
教
育
哲

学
に
よ
っ
て
解
明
し
、
併
せ
て
元
久
元
年
の
法
然
「
御
書
」
を
援
用
し
、
そ
し

て
生
説
教
育
学
の
構
築
を
基
礎
付
け
た
の
で
あ
る
。

生
涯
教
育
学
序
説
l
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

ノi、
口i

守

正

『

-
I
F
J

キ
ー
ワ
ー
ド

生
涯
教
育

統
合
性

師
資
相
承

lま

じ

め

「
生
涯
教
育
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の
会
議
で
三

O
年
前
に
新
し
い
教
育
政
策
理
念

と
し
て
国
際
的
に
合
意
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
概
念
化
は
懸
案
に
留
ま
る
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
基
軸
語
の
英
語
で
は
、
そ
れ
に

I
N
T
E

G
R
A
T
E
D
が
加
わ
っ
た
。
生
涯
教
育
か
ら
統
合
性
が
脱
落
す
る
と
、
文
化

・
教
養
に
類
す
る
中
身
の
薄
い
包
括
的
な
継
続
性
の
原
理
が
残
さ
れ
、
空
洞
化

す
る
。
と
く
に
生
涯
学
習
の
場
合
は
今
日
継
続
性
だ
け
の
空
虚
な
包
括
的
概
念

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

7，-



教
育
学
部
論
集

第
八
号
(
一
九
九
七
年
三
月
)

わ
れ
わ
れ
は
一
二

O
四
年
の
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
」
(
草
本

九
八
年
)
を
取
り
上
げ
、

そ
の
当
時
の
栄
西
の
「
興
禅
護
国
論
』

九
}¥ 

年
)
と
措
抗
し
て
、
間
接
的
師
資
相
示
の
難
問
を
創
造
的
に
解
決
し
た
『
選
択

集
』
に
お
い
て
、
法
然
が
そ
の
後
序
に
「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
こ
と
と
す
」
の

教
育
原
理
を
示
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
原
理
を
具
体
的
に
実
践
し
た
往
生
院

本
の
奥
書
と
親
驚
に
よ
る
そ
れ
の
書
写
に
、
師
資
相
本
の
実
践
と
思
想
の
歴
史

的
典
型
を
見
い
だ
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
く
生
誕
教
育
の
概
念
を
導
き
だ
し
、
そ

し
て
現
代
教
育
に
必
要
な
生
涯
教
育
学
の
構
築
へ
の
手
が
か
り
を
求
め
た
い
。

藤
堂
祐
範
は
往
生
院
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

の
第
二
証
判
奥
書
「
元
久
元

年
十
二
月
口
七
日
源
空
花
押
」
を
「
当
時
の
も
の
で
な
い
」
、
『
選
択
集
大
観
』

大
正
十
一
年
、
「
後
世
の
悪
戯
な
り
」
、
守
浄
土
教
文
化
史
論
』
増
訂
新
版
昭
和

五
四
年
山
喜
一
房
、
「
足
利
末
季
の
筆
な
り
」
『
元
久
古
紗
選
択
本
願
念
仏
集
解

説
L

昭
和
六
年
、
と
断
定
し
た
。
確
か
に
そ
れ
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
し

か
し
花
押
は
何
年
十
一
月
七
日
の
『
七
箇
条
』
に
お
け
る
花
押
の
「
空
」
の
草

名
体
と
酷
似
す
る
。
源
空
の
「
空
一
」
は
そ
の
花
押
の
草
名
体
に
近
い
こ
と
は
、

奈
良
・
興
善
寺
蔵
「
正
行
房
御
返
事
」
の
板
空
の
字
よ
り
も
密
接
で
あ
る
。
ま

た
京
都
清
涼
寺
蔵
「
熊
谷
入
道
返
書
」
(
小
川
竜
彦
守
一
枚
起
請
文
原
本
の
研

究
上
』
写
真
版
)
の
「
空
」
よ
り
も
近
い
。
法
然
自
筆
の
冒
頭
二
十
一
文
字
と

比
べ
る
と
、
法
然
独
自
の
筆
勢
な
ど
余
人
に
真
似
が
で
き
な
い
点
は
同
じ
で
あ

る
と
書
道
学
の
加
藤
達
成
教
授
か
ら
専
門
的
教
示
を
得
た
。
確
認
の
た
め
に
専

門
家
の
北
西
・
伊
藤
・
西
国
の
三
教
授
に
同
行
願
っ
た
。
他
の
原
本
調
査
に
も

す
べ
て
専
門
家
の
同
行
を
前
提
に
し
た
。

ノ、

名
之
字
「
善
信
」
と
法
然
御
書

往
生
院
本
の
惟
史
的
な
ア
ポ
リ
ア
の
解
消
は
尋
常
の
手
段
・
方
法
で
は
凡
そ

困
難
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
手
が
か
り
は
同
時
代
の
親
驚
の
書
写
に
つ

い
て
の
『
教
行
信
証
』
後
序
の
記
述
と
そ
れ
と
密
接
に
関
係
す
る
と
も
云
わ
れ

る
同
時
期
の
い
わ
ゆ
る
「
輿
御
書
」
あ
る
い
は
「
起
御
書
L

の
文
書
で
あ
る
。

し
か
し
『
教
行
信
証
』
「
後
序
」
に
も
重
大
な
ア
ポ
リ
ア
が
あ
る
。
そ
れ
に
お

け
る
つ
名
之
字
」
は
善
信
と
さ
れ
る
が
、

な
ぜ
善
信
と
せ
ず
、
「
名
之
字
」
で

あ
る
か
と
い
う
表
記
表
現
の
謎
を
解
く
鍵
は
、

い
わ
ゆ
る
「
輿
御
書
」
に
あ

る
。
そ
れ
は
法
然
が
親
驚
宛
て
に
元
久
二
年
七
月
二
九
日
に
書
い
た
文
書
と
さ

れ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
と
し
て
か
、
守
昭
法
全
』

で
は
「
伝
法

然
主
円
篇
」
に
収
め
ら
れ
る
。
そ
の
底
本
は
「
京
都
黒
谷
金
戒
光
明
寺
所
蔵
軸
、

無
題
」
で
あ
り
、
底
本
に
日
付
は
な
く
、
甲
本
の
「
京
都
禿
氏
祐
祥
氏
所
蔵
、

無
題
(
写
本
)
」

の
奥
書
に
「
元
久
二
年
間
七
月
二
九
日
源
空
」
と
あ
る
。
底

本
は
「
善
心
一
房
」
宛
「
源
空
(
花
押
)
」

で
あ
る
が
、

甲
本
は
書
簡
形
式
に

「
誰
口
信
御
一
房
宛
源
空
」
と
書
き
改
め
ら
れ
る
。
「
普
心
一
房
」
が
「
善
信
御
房
」
に

「
源
空
(
花
押
)
」
が
「
源
空
し
に
圭
一
日
き
替
え
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
な
お
乙
本
の
「
京
都
禿
氏
祐
祥
氏
所
蔵
(
江
戸
期
板
本
)
大
原
問
答
起

御
室
宵
」
に
日
付
は
な
く
、
「
善
心
一
房
源
空
判
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
丙
本
の

「
華
園
文
庫
(
弘
化
四
年
刊
)
所
収
本
興
御
室
百
」
に
は
「
元
久
二
年
七
月
源
空

在
判
善
心
房
」
と
あ
る
。
そ
し
て
底
本
に
は
、
「
善
心
一
房
源
空
(
花
押
)
し
と
あ

る
が
、
注
記
に
「
善
心
房
ハ
抹
殺
今
甲
本
等
ニ
依
ツ
テ
加
フ
」
と
あ
る
。
宝
永

八
(
一
七
一

一
)
年
刊
の
末
書
に
「
元
久
二
年
間
七
月
二
九
日
源
空
御
在
判
善



信
坊
」
、
万
治
元
二
六
六

O
)
年
刊
の
『
興
御
書
紗
』
に
は
「
元
久
二
乙
丑

年
間
七
月
二
九
日
ニ
之
ヲ
書
キ
玉
フ
」
と
あ
る
。
後
者
の
元
明
七
(
一
七
八

八
)
年
新
刻
本
『
輿
御
書
諺
解
』
に
、
「
元
久
二
年
間
七
月
二
九
日
」
と
あ
る
。

先
行
研
究
の
中
で
も

f
祥
の
「
興
御
室
百
批
評
」
明
治
三
六
年
、
禿
氏
祐
祥
の

「
輿
御
室
目
の
偽
作
事
情
」
「
竜
谷
大
学
論
集
』
三
四
五
号
は
そ
れ
を
偽
書
で
あ
る

と
決
め
付
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
の
説
に
は
重
要
な
箇
所
に
末
書
に
も
共

通
す
る
誤
読
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
文
頭
の
「
昨
日
殿
ニ
テ
座
主
ノ
御
坊
ヘ
参

会
」
で
あ
る
が
、
簡
単
な
表
現
で
あ
る
た
め
か
、
「
き
の
う
で
ん
云
々
」
と
読

み
、
「
座
主
ノ
御
坊
L

を
天
台
座
主
の
尊
称
と
す
る
。
参
会
の
時
、
所
、
相
手

を
そ
の
よ
う
に
読
む
の
は
通
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
天
台
宗
の
山
門
の

動
静
と
事
情
に
照
ら
せ
ば
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
読
み
方
で
は
あ
る
。

「
天
台
座
主
記
』
(
増
補
版
)
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
座
主
は
着
任
早
々
に
宗

門
の
騒
乱
の
な
か
辞
任
を
申
し
出
た
り
、
ま
た
長
く
人
事
を
停
滞
さ
せ
た
り
、

無
能
な
真
性
(
七
月
二
十
二
日
に
去
年
の
十
一
月
十
八
日
か
ら
空
席
の
法
眼
叙

任
と
い
う
「
希
代
の
事
L

と
、
守
天
台
座
主
記
』
百
三
十
七
頁
等
に
見
え
る
)

で
あ
り
、
元
座
主
の
慈
円
が
元
久
二
年
七
月
「
如
法
ニ
五
部
ノ
大
乗
経
並
ニ
法

華
経
十
部
ヲ
書
写
シ
奉
リ
同
二
十
日
十
禅
寺
御
輿
屋
ニ
於
テ
十
種
ノ
供
具
ヲ
調

へ
前
権
大
僧
都
聖
一
覚
ヲ
シ
テ
供
養
ヲ
遂
ケ
シ
メ
座
主
大
和
尚
相
伴
ニ
斉
席
ニ
ツ

キ
是
ヲ
以
テ
堂
衆
追
却
機
悔
法
ト
為
ス
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に

一
H
一
は
山
門

の
平
穏
を
取
り
戻
し
た
ρ

そ
の
一
連
の
動
き
の
な
か
に
聖
覚
は
重
要
な
役
を
担

ぃ
、
こ
の
記
事
の
前
後
に
聖
覚
に
関
す
る
記
事
が
十
二
箇
所
に
出
て
、
そ
れ
ら

の
い
ず
れ
に
も
聖
覚
は
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
行
事
は
暫
ら
く
続
き
、

二
十
八
日
に
親
驚
も
「
し
ん
が
り
」
で
そ
れ
に

生
涯
教
育
学
序
説
1

往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

参
会
し
た
と
読
む
ほ
う
が
当
時
の
状
況
に
相
応
し
い
。
当
時
の
法
然
門
下
の
席

次
か
ら
「
し
ん
が
り
に
て
」
は
十
分
に
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
聖
覚
の
参
会

に
始
ま
っ
て
、
門
下
の
最
後
に
親
驚
が
参
会
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
座

主
ノ
御
坊
」
は
天
台
座
主
真
性
の
御
坊
で
あ
り
、
参
会
の
場
所
を
指
す
こ
と
に

な
る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。

本
文
の
結
び

J
八
賢
」
以
下
「
善
心
房
源
空
(
花
押
)
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

弟
子
に
宛
て
た
文
書
に
花
押
を
付
け
る
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
文

圭
一
日
の
持
つ
特
別
な
性
格
を
示
唆
す
る
。

法
然
は
二
十
八
日
の
親
驚
の
舌
禍
事
件
の
報
告
を
受
け
て
、
直
ち
に
二
つ
の

対
策
を
講
じ
た
。
ま
ず
『
教
行
信
証
』
後
序
に
云
う
「
四
月
十
四
日
」
に
法
然

が
許
可
し
た
自
身
の
肖
像
画
の
書
写
に
七
月
二
十
九
日
に
真
筆
で
六
字
名
号
と

真
文
を
書
い
て
親
驚
に
与
え
、
そ
し
て
暫
ら
く
置
い
て
こ
の
「
御
書
L

を
纏
め

た。
そ
の
こ
と
は
『
教
行
信
証
』

の
後
序
に
同
日
に
「
名
之
字
」
を
書
い
て
も
ら

っ
た
と
伝
え
る
。
四
月
十
四
日
書
写
本
に
真
丈
等
を
、
「
真
筆
」
を
も
っ
て
書

い
て
も
ら
っ
た
と
し
な
が
ら
、
こ
の
「
名
之
字
」
は
「
御
筆
」
を
も
っ
て
書
い

て
頂
い
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
興
御
書
』
の
こ
と
を
指
し
、
同
時
に

そ
れ
が
口
述
筆
記
さ
れ
た
こ
と
を
含
意
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
文
書
の
書
誌

学
的
研
究
を
期
待
す
る
。

何
故
な
ら
ば
『
興
御
室
目
』

の
「
善
導
和
尚
ノ
若
我
成
仏
等
乃
至
彼
仏
今
現

等
」
は
、
「
真
丈
」
の
「
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者

不
取
正
覚
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
の

省
略
丈
で
あ
り
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
「
乃
至
」
「
等
」
を
用
い
て
、
自
身

上二



教
育
学
部
論
集

第
八
号
二
九
九
七
年
三
月
)

の
「
世
」

の
省
略
(
同
主
背
後
序
)
を
伏
せ
て
い
る
。
司
選
択
集
』

の
往
生
礼
讃

か
ら
の
引
用
文
で
は
「
世
L

は
入
っ
て
い
る
が
、
親
驚
の
専
修
寺
本
『
西
方
指

南
抄
」
で
の
そ
れ
は
、
す
べ
て
「
世
」
の
字
を
欠
い
て
い
る
。

守
興
御
書
L

の
{
末
、
水
版
の
扉
の
口
絵
に
描
か
れ
る
「
御
銘
文
」
に
は
「
世
」

を
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
-
傍
に
校
正
記
号
の
よ
う
な
小
さ
な
丸
印
を
お
い
て

い
る
。
ま
た
『
大
経
』

の
第
十
八
願
も
「
設
我
得
仏
十
方
衆
生
等
ト
云
ヘ
リ
L

と
『
選
択
集
L

の
「
不
取
正
覚
」
に
続
く
「
唯
除
五
逆
誹
詩
正
法
」
の
省
略
も

ま
た
こ
の
丈
書
で
は
慎
重
に
伏
せ
た
形
に
し
て
い
る
。

親
驚
が
正
嘉
二
年
八
月
十
八
日
付
け
で
書
写
し
た
法
然
の
コ
二
部
経
大
意
』

で
も
、
「
善
導
和
尚
ノ
、
彼
仏
今
現
在
成
仏
、
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念

必
得
往
生
」
と
し
て
「
世
」
を
省
略
す
る
。
(
『
昭
法
全
L

二
十
九
頁
注
一

O
)

ま
た
「
存
覚
上
人
相
伝
」
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
本
中
釈
覚
善
L

に
も
寸
カ
ノ

仏
イ
マ
現
在
、
ン
テ
成
仏
シ
タ
マ
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
「
昭
法
全
」
三
六
四
頁
、
「
往

生
大
要
紗
』
に
も
、
守
十
八
経
』
引
用
丈
か
ら
「
唯
除
云
々
」
を
省
く
が
、
聖
目
見

代
筆
の

Z
R山
状
』
に
は
そ
れ
を
い
れ
る
。

次
に
「
今
ノ
座
主
ノ
御
房
(
甲
本
坊
)
ナ
ド
ノ
ノ
タ
マ
フ
ハ
雀
ノ
サ
エ
ス
ル

ニ
異
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
は
乙
本
の
奥
書
に
「
右
此
御
室
目
は
洛
陽
東
山
新
黒
谷
金

戒
光
明
寺
の
至
宝
に
御
真
筆
難
有
之
世
に
あ
ま
ね
く
不
知
此
山
門
並
南
都
北
嶺

の
碩
学
此
雀
の
一
字
よ
り
事
を
こ
る
と
見
え
た
り
、
故
に
起
御
書
と
是
を
名
付

け
て
か
の
寺
の
秘
蔵
な
り
し
と
雀
の
階
り
の
丈
が
糾
弾
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
と

す
る
が
、
指
導
力
に
欠
け
る
「
今
ノ
座
主
ノ
御
房
」
真
性
な
ど
の
の
た
ま
う
は

「
雀
の
噌
り
」
が
相
応
し
い
。
聖
覚
は
こ
う
し
た
山
門
の
事
情
に
精
通
し
、
後

の

『
十
六
門
記
源
空
上
人
伝
L

に
お
い
て
大
原
問
答
に
お
け
る
源
空
上
人
の
見

ノ¥

事
な
応
対
ぶ
り
を
「
繋
鵡
の
噌
り
」
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
情
報
は

聖
覚
筋
か
ら
と
見
て
よ
い
。

こ
の
文
書
の
作
成
に
聖
覚
の
関
与
を
推
定
さ
せ
る
の
は
『
十
六
門
記
』
に
お

い
て
「
一
切
経
ヲ
二
十
六
箇
年
ヲ
歴
テ
五
へ
ン
マ
テ
見
尽
シ
テ
六
宗
ノ
達
者
ニ

ア
ヒ
テ
申
極
メ
今
浄
土
宗
ヲ
コ
ン
リ
ュ
ウ
シ
候
し
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
ま
た
親
鷲
と
聖
覚
と
の
親
密
な
関
係
も
あ
る
。

『
天
台
座
主
記
』
に
お
け
る
座
主
真
性
の
失
態
か
ら
「
雀
の
噌
り
」
が
適
評

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
当
座
の
討
議
が
そ
れ
自
体
取
る
に
足
ら
な
い
児
戯
に

等
し
い
と
法
論
の
質
を
取
り
上
げ
て
舌
禍
事
件
を
取
り
上
げ
る
迄
も
な
い
と
断

を
下
す
作
戦
が
見
え
る
。

慈
円
が
周
知
の
と
お
り
山
門
に
勧
学
講
を
聞
い
た
学
識
と
口
ハ
管
写
本
に
没
頭

す
る
真
執
事
な
姿
が
山
門
を
沈
静
化
し
た
の
に
対
し
て
、
真
性
の
場
合
は
あ
え
て

無
用
の
波
風
を
た
て
、
そ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
が
着
任
以
来
山
門
の
不
祥
事
に

連
な
っ
た
こ
と
を
暗
に
批
判
し
て
、
逆
に
真
性
側
に
反
省
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
は
見
事
な
弁
論
術
が
成
立
す
る
。

一
方
で
相
手
を
退
け
、
他
方
に

お
い
て
親
驚
へ
の
教
訓
と
し
て
指
導
効
果
を
期
待
す
る
両
面
作
戦
は
見
事
で
あ

る
か
つ
て
大
原
問
答
の
席
で
「
鰐
鵡
の
嚇
り
」
を
見
事
に
演
じ
た
討
論
の
雄
の

舌
鋒
だ
け
に
説
得
力
は
抜
群
で
あ
り
、
相
手
に
反
論
の
余
地
を
与
え
な
い
よ
う

に
元
座
主
前
大
僧
都
と
の
比
較
を
持
ち
出
す
の
は
聖
覚
の
戦
略
で
あ
ろ
う
。
慈

円
と
と
も
に
山
門
の
平
静
化
に
貢
献
し
た
聖
覚
の
助
言
が
「
雀
の
嚇
り
L

の
表

現
と
な
り
、
相
手
に
二
の
矢
を
継
が
せ
な
い
。
こ
の
守
天
台
座
主
記
』
の
語
る

背
景
な
し
に
は
「
雀
の
鴎
り
し
の
表
現
は
確
か
に
暴
言
に
当
る
。
し
か
し
聖
覚



の
山
門
情
報
に
よ
っ
て
そ
の
評
価
は
逆
転
す
る
。

元
久
二
年
七
月
一
一

O
日
以
降
『
天
台
座
主
記
L

が
伝
え
る
聖
覚
の
動
静
は
承

元
五
年
八
月
原
主
示
円
に
同
行
し
、
院
宣
を
合
み
、
山
に
登
り
、
同
二
三
日
大

僧
都
聖
覚
は
一
万
体
の
慈
恵
大
師
供
養
を
遊
げ
、
阿
，
一
五
日
座
主
に
同
行
し
て

院
宣
を
奉
じ
て
、
両
信
山
、
建
暦
二
年
正
月

A

一
瓦
日
(
法
然
人
減
の
日
)
三
度
目

の
座
主
職
に
就
い
た
必
円
に
供
奉
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
間

の
事
情
か
ら
、
承
元
本
司
選
択
集
』

の
奥
主
目
寸
泊
中
元
二
年
二
月
白
佐
法
印
賜

之
」
の
佐
法
印
は
大
僧
都
聖
覚
が
想
定
さ
れ
る
が
、
石
田
光
之
の
『
選
択
集
研

究
序
説
L

百
草
苑
、
昭
和
五
一
年
は
東
寺
長
者
隆
尭
法
印

一
一
一
五
1

O
六
年
)
で
あ
る
と
す
る
。

次
に
語
ら
れ
る
立
宗
ま
で
の
経
歴
も
相
手
の
戦
意
を
殺
ぐ
。
六
(
一
不
の
達
者
を

相
手
に
し
た
法
然
の
高
い
学
識
は
、
相
手
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
真
性
側
と
の
論
戦
の
場
面
を
念
頭
に
お
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
表
記
・
表
現
が

親
驚
へ
の
弁
護
に
必
要
な
こ
と
が
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

大
原
問
答
か
ら
相
当
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る
だ
け
に
こ
の
点
を
強
調
す
る

こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
相
手
に
対
す
る
警
告
に
も
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
当

時
の
山
門
の
な
か
で
も
「
座
主
ノ
御
房
ナ
ド
」
を
相
手
に
す
る
場
合
こ
の
戦
法

は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
必
円
に
は
通
じ
な
い
か
ら
、
慈
刊
の
設
場
に
予
め
釘
を

差
す
こ
と
は
忘
れ
て
い
な
い
。
山
門
か
ら
の
糾
弾
を
防
ぐ
た
め
に
は
こ
の
よ
う

な
構
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
構
え
た
う
え

で
、
「
異
人
ニ
ハ
ト
オ
サ
カ
ル
ヘ
キ
」
で
あ
る
と
い
う
普
導
の
教
訓
を
持
ち
出

し
、
論
戦
の
陣
容
を
よ
り
強
固
に
す
る
。

追
而
書
き
の
冒
頭
と
同
じ
く
こ
こ
で
も
善
導
の
教
え
が
攻
撃
か
ら
親
驚
を
守

生
涯
教
育
学
序
説
l
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

る
。
段
後
に
は
善
導
に
依
る
か
ぎ
り
は
、
と
く
に
第
十
八
願
の
善
導
釈
に
立
脚

す
れ
ば

一
切
誹
諸
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
一

J

口
い
切
る
。
そ
れ
を
論
拠
に
す
れ

ば
、
非
難
の
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、
「
一
念
業
成
」
は
、
平
生
、

臨
終
、
そ
し
て
末
法
の
時
を
貫
い
て
決
定
往
生
で
あ
る
と
い
う
切
札
を
相
手
に

提
示
す
る
。

そ
の
う
え
で
こ
の
こ
と
を
含
む
山
門
の
騒
動
を
示
唆
し
、
逆
に
座
主
側
の
猛

省
を
促
す
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
弟
子
の
舌
禍
事
件
を
逆
手
に
と
っ
て
攻
撃
を
日
一
取

大
の
防
御
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
論
陣
の
見
事
な
組
立
は
、
聖
覚
の
協
力
を
前

提
し

そ
れ
な
し
に
は
無
謀
な
策
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
下
り
は
親
驚
へ
の
指
導
の
視
点
か
ら
見
て
も
秘
め
て
効
果
的
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
真
性
と
の
論
戦
で
相
手
を
自
壊
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ

眼
目
は
法
然
の
切
札
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
師
資
相
承
を
卒

え
て
新
し
い
人
間
関
係
に
た
っ
た
師
弟
に
あ
る
。
今
ま
で
の
人
間
関
係
を
脱
皮

し
て
、
弟
子
親
驚
は
善
導
、
法
然
の
法
脈
に
位
置
付
け
ら
れ
、
新
し
い
玄
場
に

い
る
こ
と
を
深
く
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
師
の
肖
像
を
描
く
こ
と
に

は
そ
の
よ
う
な
章
一
み
が
あ
る
。

親
驚
を
守
る
た
め
に
全
文
に
何
重
に
も
防
護
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
相
手
か

ら
戦
意
を
奪
い
、
親
驚
に
は
事
態
全
体
を
認
識
さ
せ
、
適
切
な
身
の
処
し
方
を

指
導
す
る
。
法
然
ほ
ど
の
人
物
か
ら
自
分
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
備
え
を
用
意

さ
れ
る
こ
と
は
感
激
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
出
情
に
対
す
る
「
悲
喜
之
一
保
」
(
後
序
)

も
領
け
る
。
こ
こ
で
は
生
涯
に
わ
た
る
法
然
の
自
己
教
育
の
成
果
が
、
親
鴛
へ

の
弁
護
と
指
導
の
意
味
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
双
方
の
教
育
と
指
導
の
点
で
こ
の
文
書
は
危
機
的
状
況
を
逆
手
に

ノし



教
育
学
部
論
集

第
八
号
二
九
九
七
年
三
月
)

と
っ
た
出
色
の
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
深
い
意
味
は
時
代
を
遠
ざ
か
っ
て
も
理

解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
丈
書
は
関
係
者
を
専
修
の
人
に
な
ら
せ
る
真
の

教
育
書
で
あ
る
。
生
涯
教
育
の
指
導
書
で
も
あ
る
こ
と
は
、
司
教
行
信
一
証
』

後
序
と
親
驚
の
そ
の
後
の
足
跡
が
そ
れ
を
端
的
に
示
す
。
客
観
的
に
情
勢
判
断

す
れ
ば
当
時
の
法
然
に
し
て
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
丈
書
を
口
述
で
き
る
。
そ

れ
は
法
然
の
ま
さ
し
く
今
こ
こ
の
わ
れ
の
文
書
で
あ
る
。

本
丈
と
追
而
書
き
は
よ
く
対
応
し
、
「
今
源
空
カ
申
ス
法
門
ハ
一
一
ム
々
し
は
本

丈
の
「
常
ニ
申
ス
ヤ
ウ
ニ
浄
土
宗
ノ
意
ハ
云
々
」
に
対
応
し
、
「
又
一
念
業
成

ノ
事
平
生
臨
終
三
宝
滅
尽
ノ
時
云
々
」
は
「
サ
レ
ハ
父
母
カ
愛
執
ノ
中
ヨ
リ
生

レ
タ
ハ
生
レ
付
キ
ノ
三
毒
五
欲
ノ
機
乃
至
臨
終
一
一
大
事
ノ
現
ス
ル
時
一
五
々
」
に

対
応
し
、
そ
し
て
残
り
の
「
故
骨
堂
ノ
座
主
ノ
知
行
ソ
ロ
ハ
セ
云
々
し
は
上
述

の
と
お
り
原
主
側
と
親
驚
と
に
対
す
る
指
導
の
丈
一
一
二
口
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
休

系
的
な
記
述
で
あ
る
が
、
聖
覚
の
『
登
山
状
』
に
表
現
さ
れ
る
唱
道
家
流
の
美

丈
調
で
は
な
い
。
な
お
「
予
ハ
一
切
経
ヲ
一
五
々
」
は
本
文
の
「
呑
ク
モ
書
ニ
付

テ
モ
筆
ノ
立
所
モ
シ
ラ
サ
ル
程
涙
ニ
ム
セ
ヒ
候
云
々
」
に
対
応
す
る
。

「
行
ハ
一
念
モ
十
念
モ
決
定
往
件
也
」
と
最
初
に
出
し
な
が
ら
、
「
臨
終
一
一

始
テ
一
念
唱
テ
」
と
か
「
一
念
ノ
間
ニ
ヨ
ク
滅
、
ン
」
と
か
「
唯
一
念
南
無
阿
弥

陀
仏
ト
申
セ
ハ
」
と
か
本
文
中
に
一
念
が
多
念
よ
り
も
多
く
出
、
強
調
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
他
力
ノ
故
ニ
候
也
L

と
寸
自
力
根
性

ノ
他
力
ヲ
知
ラ
セ
給
ハ
ヌ
カ
哀
ニ
候
」
と
を
対
置
さ
せ
、
注
の
追
而
書
き
で
は

「
一
念
業
成
ノ
事
平
生
臨
終
三
宝
滅
尽
ノ
時
ノ
機
ニ
ア
リ
ト
モ
決
定
セ
ラ
ル
ヘ

ク
候
」
と
一
念
を
他
力
の
な
か
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
驚
に
対
す
る
弁
護

を
展
開
す
る
。
ま
た
そ
れ
が
法
然
の
回
心
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
建
立
と
説
く
。

くコ

な
お
「
故
営
堂
ノ
座
、
王
」
と
は
、

た
し
か
に
人
物
の
特
定
は
困
難
で
あ
る

が
、
巾
本
の
と
お
り
「
故
栄
堂
ノ
庫
、
王
」
で
あ
れ
ば
、
惇
主
を
退
く
と
き
、

四

の

つ
の
重
職
(
座
主
、
法
務
、
権
僧
正
、
護
持
僧
)
を
辞
退
し
な
が
ら
、
な
お
山

門
に
留
ま
っ
て
影
響
力
を
持
ち
杭
け
た
慈
円
の
こ
と
を
指
す
と
見
て
よ
い
。
し

か
し
末
書
に
は
「
知
行
ソ
ロ
ハ
セ
」
の
記
事
か
ら
「
座
主
顕
真
」
を
推
定
す
る

が
、
当
時
の
山
門
の
「
行
学
騒
動
」
を
見
事
に
捌
い
た
慈
円
こ
そ
そ
の
名
に
相

応
し
い

0

司
選
択
集
』
で
は
『
観
念
法
門
L

か
ら
の
引
用
文
に
添
え
て
、
こ
の

「
往
生
札
讃
L

か
ら
の
引
用
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
法
然
は
親
驚
に
与
え

た
銘
文
は
『
往
生
礼
讃
』
か
ら
の
引
用
文
四
八
文
字
が
書
か
れ
、
守
教
行
信
証
』

後
序
で
は
そ
の
銘
文
を
親
驚
は
「
真
丈
」
と
し
て
い
る
。
法
然
の
真
意
が
師
資

相
承
さ
れ
、
そ
の
真
意
が
完
全
に
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
た
め
に
は

わ
れ
わ
れ
の
仏
教
教
育
学
的
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
の
下
り
を
理
解
す

る
に
は
こ
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
従
来
あ
ま
り

重
悦
さ
れ
て
い
な
い
。

世

の
脱
字
の
師
資
相
承
的
意
義

こ
の
「
真
丈
」
で
は
『
選
択
集
』
の
場
合
四
十
八
文
字
構
成
で
あ
り
な
が

ら
、
「
世
L

の
字
が
省
略
さ
れ
、
四
十
七
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
司
教
行
信
証
』

で
は
確
か
に
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
偶
然
の
脱
字
で
は
な
い
。
僅
か
四
十
八
文
字
か
ら
成
立
ち
、

一
(
子
の

脱
字
は
日
放
ち
、
ま
た
字
の
挿
入
は
容
易
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
に
な
り
、
親
驚
も
『
西
方
指
南
抄
』
等
で
も
同
じ
よ
う
に
一
字
を
欠



洛
さ
せ
て
写
し
て
い
る
。
む
し
ろ
法
然
の
銘
文
は
意
図
的
で
あ
り
、
親
驚
の
理

解
は
個
性
的
、
創
造
的
師
資
相
承
と
し
て
、
あ
え
て
そ
の
ま
ま
そ
れ
を
寸
真

丈
」
と
し
て
積
極
的
に
受
容
し
、

そ
れ
を
意
味
付
け
て
い
る
。
従
来
の
解
釈
で

は
「
世
L

の
字
の
有
無
を
不
問
に
付
し
て
い
る
。
選
択
集
の
解
釈
上
は
四
十
八

文
字
で
あ
る
か
ら
問
題
な
し
と
し
て
、
何
故
そ
こ
で
脱
字
に
せ
ず
、
銘
文
で
脱

字
に
し
た
の
か
。
そ
こ
に
師
弟
に
通
じ
合
え
る
意
凶
が
共
通
に
合
ま
れ
る
。

ま
ず
そ
れ
を
師
資
相
承
の
視
点
か
ら
問
題
視
す
る
の
が
、
仏
教
教
育
学
で
あ

る
。
二
人
の
対
話
的
師
弟
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
は
重
要
な
意
味
を
帯
ぴ

て
く
る
。
そ
こ
に
仏
教
教
育
学
の
本
領
が
あ
る
。
親
驚
の
師
資
相
承
の
場
面
は

親
驚
が
描
い
た
法
然
影
像
に
法
然
が
真
筆
で
銘
文
を
記
す
状
況
で
あ
る
。
影
像

と
銘
文
と
を
切
り
離
す
と
こ
ろ
に
ア
ポ
リ
ア
が
生
ず
る
。
両
者
は
当
然
あ
く
ま

で
も
一
体
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
銘
文
だ
け
で
な
く
、
影
像
に
着
服
す
れ
ば
、
重
大
な
ヒ
ン
ト
に

気
付
か
さ
れ
る
。
現
在
知
恩
院
丈
化
財
保
存
局
に
正
和
四
年
版
の
新
彫
の
昭
和

十
年
版
の
板
本
が
あ
る
。
そ
し
て
小
川
竜
彦
前
掲
書
に
、
そ
の
祖
形
に
当
る
丈

水
版
の
写
真
が
あ
る
。
丈
永
版
は
親
驚
没
後
間
も
な
い
頃
で
あ
り
、
正
和
版
は

そ
の
半
世
紀
後
で
あ
る
。
以
上
の
他
に
知
思
院
所
蔵
の
異
本
も
観
察
・
撮
影
し

た。

正
和
版
、
昭
和
版
の
浄
土
宗
系
の
各
銘
文
を
比
較
す
る

と
、
本
文
は
四
十
八
丈
字
で
あ
る
が
、
丈
永
版
で
は
「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
」

丈
永
版
、
異
本
、

の
「
成
L

は
、
冒
頭
の
「
若
我
成
仏
し
の
そ
れ
と
異
な
り
、
左
傍
に
接
近
し
て

「
し
」
の
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
く
観
察
し
な
い
と
気
付
か
れ
な
い
。

そ
れ
の
奥
書
に
前
後
を
加
筆
し
た
正
和
版
で
は
「
し
」
が
縦
俸
に
な
り
、
「
成
L

生
涯
教
育
学
序
説
1

往
牛
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

の
字
と
区
別
し
に
く
い
。
し
か
し
冒
頭
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
相
異
は
明

ら
か
で
あ
る
。
昭
和
版
に
な
る
と
、

縦
棒
が
第
一
画
と
重
な
り
、

冒
頭
の

「
成
」
と
は
異
な
り
、
第
一
両
が
縦
棒
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
こ
の

「成
L

の
字
の
特
徴
は
全
く
発
見
で
き
な
い
。
最
初
の
「
し
」
の
字
が
縦
棒
に

な
り
、
そ
し
て
第
一
画
に
統
合
さ
れ
る
。

丈
永
版
に
お
け
る
比
較
的
鮮
明
な
「
し
」
の
字
の
意
味
を
探
る
た
め
に
、
z一弘

永
八
年
の
『
興
御
室
百
』
の
挿
し
絵
に
あ
る
法
然
か
ら
親
驚
へ
の
銘
文
授
与
の
光

景
に
添
え
ら
れ
た
「
御
銘
文
」
に
注
目
し
た
い
。
軸
に
仕
立
て
ら
れ
た
影
像
の

上
部
に
法
然
上
人
が
筆
を
執
っ
て
銘
文
を
書
き
上
げ
、
そ
れ
を
廊
下
に
座
っ
た

親
驚
が
眺
め
る
構
図
で
あ
り
、
描
か
れ
た
草
木
は
旧
四
月
の
初
夏
の
頃
の
風
情

で
あ
る
。
な
お
こ
の
丈
書
『
輿
御
幸
己
で
は
禅
勝
坊
と
と
も
に
善
信
坊
と
な

り
、
聖
光
房
、
勢
観
一
房
と
坊
と
房
に
区
別
さ
れ
る
。

そ
の
銘
文
は
四
言
三
句
四
連
構
成
の
四
十
八
字
で
あ
り
、
「
在
世
成
仏
」
の

「
世
」
の
左
傍
に
小
さ
な
丸
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
世
」
に
つ
い

て
丈
字
変
更
、
削
除
、
移
動
の
指
示
を
意
味
す
る
。

結
果
的
に
は
「
世
」
は
司
教
行
信
証
』
後
序
で
は
欠
字
に
な
り
、
ま
た
大
谷

大
学
蔵
「
血
脈
文
集
蓮
光
寺
本
L

の
「
源
空
聖
人
奉
譲
親
驚
聖
人
本
尊
銘
文
」

は
一
字
下
げ
て
四
言
三
句
四
連
に
記
さ
れ
、
さ
ら
に
一
字
下
げ
て
寸
南
無
阿
弥

陀
仏
釈
善
信
L

と
あ
り
、
第
三
連
第
二
句
の
み
寸
在
成
仏
」
の
三
百
に
な
る
。

こ
の
事
情
は
古
田
武
彦
守
親
驚
思
想
、
そ
の
史
料
批
判
』
明
石
室
日
庖
、
平
成
八

年
の
写
真
版
か
ら
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
専
修
寺
蔵
「
親
驚
伝
絵
」
(
本
之
下

の
師
資
相
承
の
段
に
法
然
上
人
が
筆
を
執
っ
て
、
銘
文
を
書
い
て
い
る
絵
の
な

か
の
法
然
影
像
は
畳
、
上
敷
の
位
置
を
含
め
て
丈
永
版
、
正
和
版
な
ど
の
そ
れ



教
育
学
部
論
集

第
八
日
万
二
九
九
七
年
三
月
)

と
よ
く
似
て
い
る
。

一
二
九
五
年
一

O
月
一
一
一
日
に
表
し
た
守
専
修
寺
蔵
親
驚

聖
人
伝
絵
』
法
蔵
館
、
昭
和
五
六
年
は
て
一
月
一
一
一
一
日
に
覚
如
が
そ
れ
を
書
写

し
た
本
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
草
木
の
描
写
か
ら
季
節
は
秋
で
あ
り
、
庭
に
木
樺

の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
旧
暦
の
七
月
頃
の
風
情
が
見
え
る
。

丈
永
版
、
正
和
版
、
高
田
本
の
法
然
上
人
座
像
の
ボ

1
0ス
は
大
変
よ
く
似
て

い
て
、
畳
の
縁
の
位
置
と
模
様
は
酷
似
す
る
。
「
普
信
聖
人
親
驚
伝
絵
」
の
影

像
も
よ
く
似
て
い
る
。
丈
、
水
版
、
正
和
版
は
畳
の
上
に
上
敷
き
が
置
か
れ
、
丈

永
版
は
畳
の
縁
が
半
分
の
幅
で
あ
る
が
、
正
和
版
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
伝

絵
は
絵
の
中
の
絵
で
あ
る
た
め
に
、
簡
略
化
さ
れ
、
上
敷
き
と
同
日
の
縁
と
の
比

較
は
で
き
な
い
。

以
上
の
史
料
か
ら
法
然
の
銘
文
は
四
八
文
字
の
う
ち
寸
世
」
の
目
干
に
'
午
消
し

記
号
が
付
け
ら
れ
て
、
そ
の
後
浄
土
山
系
の
丈
書
で
は
選
択
集
の
四
八
文
字
に

な
ら
っ
て
そ
の
字
消
し
記
号
を
そ
の
下
の
寸
成
L

に
移
し
、
見
か
け
で
は
字
消

そ
れ
が
正
和
版
で
は
ほ
ぼ
「
成
」
の
字
に
吸
収
さ
れ
た

し
機
能
を
解
消
さ
せ
、

形
に
な
り
、
昭
和
版
で
は
完
全
に
「
成
」
の
字
に
な
る
。
そ
れ
は
版
木
だ
け
に

意
図
的
と
考
え
ら
れ
る
。

親
驚
の
一
五
、
つ
「
真
丈
」
と
は
こ
の
四
七
丈
字
で
あ
る
と
可
教
行
信
証
』

σ〕
j灸

序
は
示
す
が
、
こ
れ
は
善
導
か
ら
の
間
接
的
弟
子
と
し
て
法
然
の
創
造
的
師
資

相
尿
の
成
果
で
あ
り
、
師
資
相
承
は
一
方
的
な
伝
段
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
の

よ
う
に
相
互
主
体
的
、
対
話
的
働
き
合
い
の
成
果
で
あ
る
。

真
文
の
世
界
観
の
転
換
一
創
造
的
視
点

四
一
日
三
句
四
連
ま
た
は
凹
一
百
二
句
六
連
の
構
成
は
四
八
丈
字
を
二
四
丈
字
で

二
分
す
る
。
前
半
の
二
四
丈
字
は
「
若
我
成
仏
」
で
始
ま
る
仏
の
視
点
で
あ

り
、
後
半
の
二
四
丈
字
は
「
彼
仏
今
現
」
で
始
ま
る
よ
う
に
人
の
視
点
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
『
興
御
堂
目
』

の
追
而
書
き
は
「
若
我
成
仏
」
と
「
彼
仏
今

現
L

に
二
分
し
、
そ
し
て
侃
点
の
交
替
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
四
言
構
成
を
一
不

唆
す
る
。

仏
と
人
の
視
点
の
交
替
に
対
話
的
構
成
が
読
み
取
れ
る
。
「
世
」
の
有
無
は

人
の
視
点
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
前
半
の
「
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生

者
不
取
正
覚
L

も
仏
願
で
あ
る
に
対
し
て
、
後
半
は
仏
は
対
象
化
さ
れ
、
当
知

の
呼
び
掛
け
は
人
で
あ
り
、
「
本
書
重
一
願
不
慮
」
と
す
る
の
も
人
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
前
半
の
我
は
出
な
い
。
前
半
の
仏
願
は
「
本
誓
重
願
」
と
対
象
化
さ
れ

の
「
乃
至
」
は
、
仏
の
視
点
と
人
の
視
点
を
巧

て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
御
書
』

み
に
対
話
的
関
係
に
よ
っ
て
結
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
設
我
得
仏
十
方
衆
生
等
」
(
『
大
経
』
回
頭
)

の
視
点
は

J
小
取
正
覚
」
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
仏
の
視
点
で
あ
り
、
唯
除
丈
を
含
め

て
も
、

人
の
視
点
は
一
切
な
い
か
ら
、

そ
の
よ
う
に
四
一
一
一
口
二
句
等
と
「
仏
ノ

願
」
を
「
等
」
で
省
略
し
、
「
乃
至
」
を
用
い
な
い
。

「
善
導
和
尚
ノ
釈
」
は
し
た
が
っ
て
『
大
経
』
引
用
丈
に
お
け
る
仏
の
視
点

を
受
け
る
の
に
仏
の
視
点
と
人
の
視
点
の
複
眼
的
視
点
を
用
意
し
て
い
る
、
そ

の
内
人
の
視
点
に
つ
い
て
「
真
文
」
で
は
「
世
」
を
脱
字
に
す
る
の
は
人
の
世

に
お
い
て
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
仏
に
な
り
給
う
ば
か
り
で
な
く
、

い
ま
現
に

存
在
し
て
と
は
、

い
ま
こ
こ
に
あ
っ
て
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
に
人
の
視
点
は

い
ま
こ
こ
の
わ
れ
の
実
存
的
視
点
に
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
仏
は
い
ま
こ
こ

に
と
仏
の
実
存
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
御
主
口
L

は
相
手
側
の



誤
解
を
避
け
て
、
こ
の
視
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
に
止
め
、
「
在
世
成
仏
」
は

伏
せ
て
、
守
大
経
』
引
用
文
と
の
均
衡
を
と
る
。
こ
こ
に
も
法
然
一
流
の
自
在

な
語
法
が
あ
る
。

善
導
の
解
釈
に
お
け
る
仏
|
人
は
法
然
に
受
け
継
が
れ
る
と
、
仏
ー
我
に
創

造
的
に
転
換
す
る
と
こ
ろ
に
こ
の
師
資
相
永
の
特
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
創
造
的

師
資
相
承
と
い
え
る
。
そ
の
「
我
」
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
次
に
「
大
経
」
の

第
十
八
願
は
「
設
我
得
仏
十
方
衆
生
・
・
・
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
と
な
り
、

こ
の
視
点
の
転
換
が
回
心
で

「
唯
除
五
逆
云
々
」
は
そ
れ
自
体
が
除
か
れ
る

あ
り
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
を
人
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
我
の
視
点
で
捉
え
直

し
た
の
が
、
法
然
の
浄
土
宗
開
(
一
不
の
契
機
で
あ
る
。

人
か
ら
我
へ
の
転
換
こ
そ
が
新
し
い
世
界
観
の
確
立
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
が
師
資
相
示
の
原
点
で
あ
る
。
わ
れ
の
実
存
的
視
点
に
立
つ
こ
と
が

『
観
経
疏
』
を
今
ま
で
一
切
経
の
中
に
「
五
辺
ま
で
見
尽
く
し
て
」
も
回
心
し

え
な
か
っ
た
我
か
ら
の
脱
皮
で
あ
る
。

一
切
経
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

しミ
。

一
切
経
に
お
け
る

τ
観
経
疏
』

の
位
置
付
け
が
従
来
の
人
の
視
点
で
は
読

み
取
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
の

」
の
視
点
の
転
換
は

守
一
枚
起
請
文
』

の
日
口
頭
に
ま
ず
明
確
に
聞
き
取
れ

る
。
法
然
の
声
を
拙
稿
「
法
然
と
源
知
日
の
対
話
的
師
資
相
承
に
お
け
る
死
生
観

の
教
育
哲
学
的
研
究
」
『
備
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
創
刊
号
』
九
四
年
が
明

ら
か
に
し
た

J
1
段
階
強
弱
表
記
法
」
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
聞
き
取
れ

ば
、
明
ら
か
に
「
も
ろ
こ
し
」
よ
り
も
「
我
か
て
う
」
に
力
点
が
置
か
れ
、
そ

れ
ま
で
の
も
ろ
こ
し
中
心
の
世
界
観
が
見
事
に
転
換
さ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
く
、
「
か
つ
み
れ
ど
疎
ま
し
く
も
あ
る
か
月
影
の
至
ら
ぬ
県
は
あ
ら
じ
と

生
涯
教
育
学
序
説
l
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

お
も
え
ば
」
の
紀
貫
之
の
本
歌
取
り
の
「
月
影
の
至
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も
な

が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
」
の
法
然
勅
撰
釈
教
歌
に
も
い
ま
こ
こ
の
里
の
わ
れ

の
視
点
が
読
み
取
れ
る
。

「
世
」
の
脱
字
が
世
界
観
の
転
換
を
示
す
よ
う
に
「
唯
除
五
逆
誹
誘
正
法
」

の
省
略
は
脱
字
の
よ
う
に
目
立
つ
こ
と
な
く
、
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

量
一
要
な
意
味
を
持
つ
。
五
ハ
御
書
L

に
も
「
臨
終
に
火
車
の
現
ず
る
と
も
始
て

一
念
唱
て
無
量
劫
の
聞
の
重
罪
を
も
今
生
の
十
悪
を
も
五
逆
を
も
一
念
の
聞
に

よ
く
滅
し
、
火
車
の
な
が
え
を
か
え
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
民
衆
の
願

い
で
あ
る
往
生
極
楽
に
対
す
る
念
仏
往
生
の
方
法
が
示
さ
れ
る
。

い
ま
こ
こ
の
わ
れ
に
と
っ
て
「
平
生
の
機
」
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、

「
さ
れ
ば
父
母
が
愛
執
の
中
よ
り
生
ま
れ
た
る
生
れ
付
き
の
三
毒
五
欲
の
機
」

は
平
生
の
機
へ
の
洞
察
と
し
て
出
色
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
「
今
生
の
十
悪

を
も
五
逆
を
も
一
念
の
聞
に
よ
く
減
し
」
と
決
定
往
生
を
説
く
。

そ
の
よ
う
な
視
点
は
以
上
の
脱
字
と
省
略
か
ら
読
み
取
れ
る
創
造
的
な
世
界

観
・
歴
史
観
で
あ
る
。
そ
の
創
造
的
師
資
相
承
は
「
聖
光
一
房
、
勢
観
一
房
、
禅
勝

房
、
善
心
房
、
熊
谷
入
道
ナ
ド
イ
ツ
モ
ア
ヤ
マ
リ
セ
ヌ
人
々
」
に
さ
ら
に
創
造

的
に
継
承
さ
れ
る
。
他
に
も
そ
の
後
に
入
門
し
、
月
影
の
和
歌
に
よ
っ
て
ま
た

創
造
的
師
資
相
示
を
承
け
た
歌
人
宇
都
宮
蓮
生
法
師
も
当
然
そ
こ
に
入
る
。

こ
れ
は
一
念
義
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
始
め
に
「
機
は
十
方
衆
生
、

心
は
助
け
給
え
と
思
う
ば
か
り
、
行
は
一
念
も
十
念
も
決
定
往
生
也
仏
願
に
順

ず
る
が
ゆ
え
に
」
の
「
浄
土
宗
の
意
」
に
一
不
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
一
念
義

で
あ
る
と
す
る
の
は
論
外
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
念
を
中
心
に
論
述
さ
れ
て
い
る

の
は
、
自
力
に
対
す
る
他
力
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
座
主
側
と
の
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争
点
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
論
拠
が
創
造
的
世
界

観
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
選
択
集
』
に
は
唯
除
丈
は
見
え
な
い
が
、
親
驚
の
場
合
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
継
承
し
た
か
は
、
守
教
行
信
証
』
信
巻
に
、
寸
大
経
」
に
「
唯
除
五
逆
誹
誇
正

法
」
と
云
い
と
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
他
に
よ
以
行
信
証
』
行
巻
に
、
「
願
」
に

一
百
は
く
「
設
我
得
仏
・
・
・
正
法
L

J

具
宗
聖
教
全
書
L

三
七
頁
、
信
巻
に
至

心
信
楽
本
願
の
丈
「
大
経
」
に
言
く
、
「
設
我
・
・
・
正
法
」
同
書
四
八
頁

の
日
目
一
頭
も
信
巻
と
同
丈
、
守
如
来
二
種
廻
向
丈
』
に
信

「
浄
土
三
経
往
生
丈
類
』

楽
の
悲
願
『
大
経
L

に
の
た
ま
は
く
「
設
我
得
仏
・
・
・
誹
議
正
法
」
な
お
前

二
本
は
本
派
本
願
寺
蔵
宗
組
真
蹟
本
、
後
一
本
は
伊
勢
専
修
寺
蔵
宗
祖
真
蹟
本

(
大
正
蔵
経
所
収
)
で
あ
る
。
『
真
宗
聖
教
全
書
一
宗
祖
部
』
は
真
蹟
本
を
底
本

と
す
る
。

と
く
に
親
驚
聖
人
御
真
筆
重
要
文
化
財
高
田
本
山
専
修
寺
蔵
『
尊
号
真
像
銘

丈
』
同
朋
舎
出
版
(
原
本
内
拝
済
)
の
冒
頭
に
寸
大
経
」

の
第
十
八
願
を
引

き
、
「
設
我
得
仏
十
方
衆
生
・
・
・
若
不
生
者
不
取
正
覚
唯
除
五
逆
誹
誇
正
法
」

を
引
用
す
る
が
、
「
法
」
を
古
宇
の
「
濃
」
に
作
り
、
「
正
」
は
右
傍
に
朱
書
で

補
記
し
、
「
シ
ヤ
ウ
ハ
ウ
」
と
訓
点
を
付
け
る
。
す
な
わ
ち
「
正
法
」
は
「
法
」

を
古
宇
に
か
え
、
正
を
脱
字
に
し
て
後
で
朱
筆
で
右
傍
に
書
い
て
挿
入
形
に
す

る
。
そ
し
て
私
釈
を
「
五
逆
の
つ
み
ひ
と
を
き
ら
い
誹
誘
の
お
も
き
と
が
を
し

ら
せ
む
と
也
こ
の
ふ
た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
を
し
め
し
て
十
方
一
切
の
衆
生
み

な
も
れ
ず
往
生
す
べ
し
と
し
ら
せ
む
と
な
り
」
と
結
ぶ
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら
影
像
の
法
然
は
、
弥
陀
の
観
点
を
人
の
観
点
で
対
話

的
に
受
け
る
善
導
に
対
し
そ
の
複
眼
的
視
点
を
わ
れ
法
然
の
視
点
で
親
驚
に
媒

F珂

介
す
る
た
め
に
、
校
正
記
号
を
加
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
符
号
の
中
に
自
己
を

没
す
る
自
己
否
定
的
媒
介
者
法
然
の
実
存
が
そ
の
符
号
で
一
ぶ
さ
れ
る
。
そ
の
符

号
こ
そ
端
的
な
法
然
の
自
画
像
で
あ
る
こ
と
を
親
驚
が
認
識
し
た
こ
と
は
、
前

出
の
守
尊
号
真
像
銘
文
』
の
冒
頭
に
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

四

往
生
院
本
奥
書
の
師
資
相
承
と
自
己
学
習
指
導

親
驚
は
た
し
か
に
師
法
然
の
献
身
的
な
恩
徳
の
働
き
に
対
す
る
報
謝
と
し

て
、
そ
の
恩
徳
を
自
己
教
育
の
促
し
と
す
る
が
、
法
然
を
自
己
否
定
的
に
媒
介

し
た
の
は
、
往
生
院
本
で
あ
り
、
ま
た
興
善
寺
所
蔵
の
正
行
一
房
の
異
例
の
願
文

で
は
な
い
か
。

第
二
証
判
奥
書
自
体
を
足
場
と
し
て
師
の
恩
徳
を
自
己
教
育
の
た
め
の
手
段

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
師
の
責
任
行
為
を
自
ら
に
引
き
継
ぐ
。
自
己
自
身
は
始

め
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
自
ら
を
法
然
と
読
者
と
の
媒
介
者
と
し
て
完
全

に
自
己
否
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
自
己
否
定
的
行
為
そ
の
も
の
が
、

い
わ
ば
影

の
よ
う
に
自
己
の
存
在
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
弟
子
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
間
接

的
に
物
語
る
。

敢
え
て
そ
の
人
物
を
特
定
す
る
と
す
れ
ば
、
拙
稿
「
奈
良
輿
善
寺
阿
弥
陀
仏

造
立
の
仏
教
教
育
私
考
L

『
日
本
仏
教
教
育
学
会
紀
要
』
第
四
号
に
解
明
し
た

次
の
よ
う
な
破
天
荒
な
願
文
を
納
め
た
正
行
房
の
人
間
像
が
そ
れ
に
重
な
る
。

何
故
な
ら
ば
第
一
に
法
然
か
ら
の
書
状
三
一
通
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
て
前
半
だ
け

を
紙
背
丈
に
利
用
し
た
こ
と
、
第
二
に
南
都
に
善
導
御
堂
の
建
立
を
手
懸
け
た

こ
と
、
第
三
に
法
然
の
高
弟
の
証
空
等
法
然
一
門
に
頼
り
に
さ
れ
、
上
洛
を
促



さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
四
に
証
空
が
蔵
書
を
長
期
間
借
り
て
い
た
こ
と
、
第
五

に
興
福
寺
の
荘
園
周
辺
に
有
力
と
目
さ
れ
る
血
縁
交
名
者
が
少
な
く
な
い
こ

と
、
第
六
に
同
封
の
蔵
骨
器
の
細
工
と
布
袋
が
賞
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
、
第

七
に
勅
伝
に
法
然
批
判
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
す
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
願
丈
に

全
く
願
主
の
文
も
だ
れ
の
丈
を
も
残
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
永
年
保
存
の
『
選
択

集
』
の
書
写
を
任
せ
る
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
は
一
二
丈
字
が
口
述
筆
記
の
足
場
で
あ
る
こ
と
を
別
字
に
よ
っ
て
表
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
真
筆
の
免
責
を
促
す
。
自
己
批
判
と
し
て
の
字
消
し

を
通
し
て
次
の
別
字
に
よ
る
免
責
へ
の
創
造
的
対
応
を
さ
せ
る
。
弟
子
の
創
造

的
対
応
は
創
造
的
自
己
学
習
の
成
果
で
あ
り
、
真
筆
の
第
二
証
判
奥
書
に
お
け

る
師
の
自
己
矛
盾
を
含
ん
だ
引
責
行
為
は
、
け
じ
め
に
よ
っ
て
そ
こ
ま
で
見
通

さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
己
学
習
指
導
の
全
体
で
あ
る
。

そ
の
結
果
そ
の
正
本
を
写
そ
う
と
す
る
も
の
に
、
師
弟
の
指
導
場
面
の
全
体

を
曝
け
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
は
自
己
犠
牲
的
に
写
す
者
に
そ
の
自
己
教

育
へ
導
く
。
そ
の
者
は
指
導
実
践
と
そ
の
思
想
を
全
体
と
し
て
洞
察
し
、
そ
れ

自
体
を
自
己
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
第
二
の
自
己
学
習
指
導
は

次
々
と
そ
の
正
本
が
そ
の
ま
ま
存
在
し
続
け
る
か
ぎ
り
、
自
己
学
習
指
導
の
実

践
的
成
果
を
驚
ら
し
続
け
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
次
の
段
階
に
お
い
て
容
易
く
別
字
が
元
の
字
に
修
復
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
奥
書
と
と
も
に
そ
の
固
有
の
指
導
力
が
消
失
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
一
二
文
字
の
足
場
的
性
格
も
見
失
わ
れ
た
の
が
、
延
応
本
「
選
択

集
』
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
第
一
奥
書
は
当
然
の
よ
う
に
第
二
奥
書
と
と
も
に
抹

消
さ
れ
、
奥
書
自
体
が
そ
の
厳
し
い
教
育
力
を
失
う
。

生
涯
教
育
学
序
説
l
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

し
か
し
な
が
ら
往
生
院
本
自
体
に
は
そ
の
よ
う
な
教
育
力
が
残
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
消
失
し
た
か
に
見
え
る
教
育
力
を
復
活
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
奥
書
と
頭
書
の
一
二
文
字
は
と
も
に
自
己
教
育
力

を
発
揮
す
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
再
認
識
す
る
よ
う
強
く
迫
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
弟
子
は
継
続
的
な
創
造
的
師
資
相
承
を
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自

己
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
師
弟
の
創
造
的
師
資
相
承
を
洞
察
し
た

の
が
師
の
期
待
に
応
え
た
親
驚
で
あ
る
。
両
者
の
対
話
的
働
き
あ
い
は
見
事
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
新
し
い
一
二
文
字
が
今
度
は
草
本
に
見
る
よ
う
な
、

あ
っ
て
な
い
、
足
場
で
は
な
く
、
「
専
念
正
業
之
徳
」
(
後
序
)
を
一
評
価
す
る
積

極
的
な
言
説
に
変
わ
る
。

そ
こ
に
新
し
い
師
弟
関
係
が
師
資
相
承
の
中
に
登
場
し
、
そ
の
関
係
か
ら
次

の
師
の
行
為
が
自
然
に
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
影
像
の
図
画
で
あ
る
。
影
像

の
意
味
は
『
逆
修
説
法
』

の
第
四
七
日
の
「
五
祖
の
影
像
」
の
段
に
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
新
し
い
真
の
師
弟
関
係
が
成
立
す
る
。
ま
た
新
し
い
個
性
的
な

師
弟
関
係
が
成
立
す
る
。
そ
の
関
係
は
両
者
の
主
体
的
、
個
性
的
な
対
話
的
師

弟
関
係
の
所
産
で
あ
る
。

第
一
一
証
判
奥
書
の
日
付
は
い
ま
、
署
名
は
我
、
花
押
は
こ
こ
に
す
べ
て
の
責

任
を
引
き
受
け
て
立
つ
師
弟
愛
の
主
体
を
示
唆
す
る
。
い
ま
こ
こ
の
我
は
唯
南

無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
そ
こ
に
法
然
の
生
涯
学
習
の
結
晶
が
あ
り
、
選
択
本
願

念
仏
が
生
き
て
働
く
。
そ
れ
が
生
涯
教
育
の
実
践
で
あ
り
、
そ
の
中
に
そ
の
思

想
が
篭
も
っ
て
い
る
。
生
涯
教
育
の
実
践
的
思
想
の
形
で
そ
こ
に
あ
る
。
否
師

弟
が
と
も
に
あ
る
よ
う
に
こ
こ
に
と
も
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
実
存
は
「
一
枚

起
請
文
」
但
し
書
き
に
中
に
も
明
ら
か
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
「
但
し
三
心
四
修

ヱL
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な
ど
と
巾
す
一
五
々
」
と
署
名
に
花
押
を
添
え
る
異
常
な
表
記
は
そ
の
こ
と
に
自

然
に
気
付
く
よ
う
促
し
、
弟
子
親
驚
を
し
て
師
法
然
の
よ
う
に
「
筆
の
立
っ
と

こ
ろ
も
知
ら
ざ
る
程
一
仮
に
咽
ば
せ
る
。
L

の
で
あ
る
。

こ
の
視
点
に
点
て
ば
心
か
ら
こ
の
師
資
相
本
が
分
か
る
。
ま
ず
心
が
動
か
さ

れ
る
。
自
然
に
そ
の
よ
う
に
心
が
動
き
、
心
に
感
じ
て
そ
れ
に
心
が
向
っ
て
心

そ
の
師
資
相
尿
が
心
身
一
体
と
な
っ
て
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は

が
動
い
て
、

「
知
口
者
た
ち
が
沙
汰
し
巾
さ
る
る
事
に
L

よ
っ
て
も
、
「
学
丈
を
し
て
そ
の
心
を

悟
っ
て
」
で
も
な
い
。
奥
書
に
お
け
る
こ
つ
の
証
判
奥
書
の
時
空
的
距
離
と
異

常
な
表
記
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
字
消
し
の
事
実
か
ら
そ
の
こ
と
が
自
然
に
分

か
つ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
思
い
は
多
く
の
先
人
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
一
言
う
ま

で
も
な
い
o

「
一
代
の
法
を
よ
く
よ
く
学
す
と
も
」
そ
れ
を
超
え
た
智
が
「
尼

入
道
」
に
も
働
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
弟
子
の
親
驚
に
も
、
奈
良
へ
の
引
退

後
も
往
生
院
本
を
手
放
せ
な
か
っ
た
誓
阿
に
も
、

そ
れ
が
実
感
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
特
定
の
一
一
一
口
説
な
し
に
弟
子
に
は
全
人
格
を
傾
け
た
言
説
が
発
信
さ

れ
、
時
・
空
的
距
離
は
百
万
辺
を
こ
え
る
念
仏
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
。
そ
の

間
の
「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
梓
と
す
し
の
実
践
の
日
々
は
一
二
文
字
の
実
践
を

意
味
す
る
。
単
な
る
筆
写
で
な
く
、
「
根
源
正
本
」
と
し
て
の
筆
写
の
た
め
に

奥
書
が
あ
る
。
毅
驚
は
筆
写
と
第
二
証
判
奥
書
の
事
情
に
つ
い
て
洞
察
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
o

「
名
之
字
」
を
抹
消
し
た
こ
と
で
、
十
分
で
あ
る
o

「
源
空
」

で
も
他
の
者
の
字
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
第
二
証
判
奥
書
の

一
証
判
v

」
そ
大
事
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
よ
く
一
百
わ
れ
る
よ
う
な
善
心
房
と
善
信
と
の
矛
盾
が
問
題
で
な

く
、
そ
の
矛
盾
を
そ
の
ま
ま
引
き
受
け
て
字
消
し
さ
れ
た
「
名
之
字
」
を
守
つ

た
師
弟
愛
こ
そ
大
事
で
あ
る
。
親
驚
は
あ
え
て
「
名
之
字
し
と
し
て
と
も
に
自

ら
の
具
体
的
な
「
名
之
字
」
を
消
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
の
詮
索
よ

り
も
第
二
証
判
に
よ
っ
て
第
一
証
判
を
解
消
し
た
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
。

往
生
院
本
に
の
み
法
然
自
身
の
第
二
証
判
奥
書
が
あ
る
。
そ
れ
が
第
一
証
判

奥
書
と
師
資
相
承
的
関
係
に
置
か
れ
、
教
育
的
世
界
を
現
出
し
、
そ
し
て
そ
の

第
二
証
判
奥
書
は
ま
た
さ
ら
に
筆
写
者
自
身
の
目
頭
二
一
文
字
と
師
資
相
承
的

関
係
に
あ
り
、
法
然
の
指
導
に
対
す
る
も
っ
と
も
的
確
な
応
答
に
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
第
一
証
判
奥
書
、
第
二
一
証
判
奥
書
、
そ
し
て
一
三
文
字
の
師
資

相
承
的
対
話
が
次
に
書
写
す
る
者
に
は
師
資
相
承
的
課
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
親
驚
が
選
ば
れ
て
見
事
に
法
然
の
期
待
に
応
え
た
。
法
然
は
前
述
の
正

行
一
房
に
証
空
を
通
じ
て
依
頼
さ
れ
て
も
謝
絶
し
て
い
た
自
身
の
影
像
を
写
す
こ

と
を
、
法
然
が
進
ん
で
親
驚
に
許
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
逆
修
説
法
」
の

四
七
日
の
後
半
に
一
京
さ
れ
る
五
祖
の
師
弟
関
係
の
認
知
を
意
味
す
る
。

法
然
が
弟
子
を
選
択
す
る
基
準
は
司
教
行
信
証
』
後
序
に
一
言
、
つ
「
専
念
正
業

之
徳
」
で
あ
る
。
法
然
は
後
世
の
た
め
に
往
生
院
本
を
制
作
し
て
、
俗
人
の
兼

実
へ
の
師
資
相
承
の
書
と
し
て
永
く
保
存
す
る
心
算
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
司
選

択
集
』
後
序
「
理
子
壁
底
」
か
ら
分
か
る
。
司
選
択
集
』
建
暦
版
へ
序
文
を
寄

せ
た
基
親
で
さ
え
、
世
間
を
伸
る
「
埋
壁
之
戒
し
(
延
応
本
『
選
択
集
』
所
収

序
文
)
と
い
う
が
、
法
然
の
個
性
的
、
創
造
的
師
資
相
承
は
余
人
に
は
容
易
く

理
解
さ
れ
な
い
。
そ
の
丈
書
が
親
驚
に
託
さ
れ
た
の
は
奥
書
に
お
け
る
師
資
相

承
の
対
話
に
あ
る
。

延
応
本
『
選
択
集
』
の
奥
書
に
言
、
つ
「
根
源
正
本
」
と
は
単
に
草
本
に
手
を

加
え
、
法
然
が
認
知
し
た
書
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
深
い
意
味
が
あ
る
。



法
然
の
第
二
証
判
奥
主
H

は
単
に
日
付
、
法
名
、
花
押
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
そ

こ
に
第
二
批
判
奥
書
の
時
点
か
ら
第
二
証
判
奥
書
に
至
る
ま
で
の
日
数
に
き
わ

め
て
大
き
な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
司
選
択
集
』
後
序
に

お
け
る
「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
料
と
す
」
の
結
論
を
そ
の
問
自
行
と
化
他
の
た

め
に
専
念
正
業
し
た
事
を
一
不
す
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
根
源
正
本
と
は
「
白
行

化
他
唯
念
仏
を
梓
と
す
し
の
見
事
な
成
果
を
具
体
的
に
示
す
の
で
あ
る
。

第
二
証
判
奥
書
と
二
十
一
丈
字
の
対
話
的
働
き
合
い
が
大
衆
に
と
っ
て
員
重

で
あ
る
。
そ
れ
へ
の
参
加
条
件
は
し
た
が
っ
て
親
驚
が
「
後
序
」
で
云
っ
た
よ

う
に
寸
専
念
正
業
之
徳
」
で
あ
る
。
往
生
院
本
は
草
本
に
比
べ
る
と
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
法
然
に
し
て
は
長
い
日
数
を
要
し
た
第
二
証
判
奥
書

に
始
ま
る
師
資
相
承
の
対
話
は
そ
れ
自
体
が
白
行
化
他
の
在
り
万
を
示
す
成
果

で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
そ
の
指
導
と
そ
の
成
果
を
通
じ
て
極

限
ら
れ
た
弟
子
た
ち
に
書
写
を
許
し
た
の
で
あ
る
。

師
弟
関
係
の
一
社
し
は
し
た
が
っ
て
書
写
で
は
な
く
自
行
化
他
唯
念
仏
を
こ
と

と
す
る
認
識
で
あ
る
。
そ
の
惜
り
は
実
践
を
通
し
て
で
あ
る
。
自
ら
「
白
行
化

他
唯
念
仏
を
梓
と
す
L

る
人
に
の
み
通
じ
る
師
資
相
承
の
文
書
で
あ
る
。
司
教

の
後
序
に
「
徴
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
徳
が
法
然
に
よ
っ
て

行
信
証
』

師
資
相
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
で
あ
る
。
法
然
の
真
筆
に
あ
る
よ
う
に

「
後
序
L

に
一
千
つ
「
往
生
之
業
念
仏
為
本
L

は
明
ら
か
に
大
衆
に
と
っ
て
の

「
専
念
正
業
」
の
言
葉
で
あ
り
、
選
択
後
の
念
仏
と
兼
実
の
よ
う
な
選
択
前
の

者
へ
の
「
念
仏
為
先
」
と
は
区
別
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

俗
人
兼
実
に
は
三
選
の
丈
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
念
仏
為
先
L

で
あ
る
。

そ
れ
は
彼
に
は
念
仏
を
先
に
選
ぶ
必
要
が
あ
る
事
を
一
不
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て

生
涯
教
育
学
序
説
l
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

奥
書
に
よ
っ
て
往
生
院
本
の
性
格
が
俗
か
ら
道
の
人
の
た
め
に
と
転
換
す
る
の

で
あ
る
。

往
生
院
本
は
し
た
が
っ
て
俗
人
の
た
め
の
師
資
相
尿
の
書
で
も
あ
る
。
そ
れ

は
道
俗
と
も
に
通
じ
る
文
書
で
あ
り
、
「
一
枚
起
請
文
」
の
末
句
と
同
じ
で
あ

る
0

『
選
択
集
』
後
序
と
と
も
に
そ
れ
は
指
導
の
本
質
を
伝
え
る
西
方
指
南
の

書
で
あ
る
。
往
生
院
本
に
よ
っ
て
『
選
択
集
』
の
結
論
が
立
証
さ
れ
た
。
影
像

に
真
丈
と
と
も
に
六
字
名
号
が
書
か
れ
た
の
も
南
無
阿
弥
陀
仏
で
結
ば
れ
た
師

弟
関
係
を
法
然
が
認
知
し
た
こ
と
を
不
し
て
い
る
。
浄
土
真
宗
の
建
立
は
、
こ

の
六
字
名
号
に
依
っ
て
い
る
。
真
筆
の
な
か
で
一
一
一
一
口
、
つ
ま
で
も
な
く
南
無
阿
弥
陀

仏
は
も
っ
と
も
重
要
な
語
句
で
あ
る
。

二
十
一
丈
字
の
末
旬
の
八
字
は
そ
の
方
法
を
、
真
文
は
そ
の
視
点
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
の
わ
れ
の
念
仏
に
よ
っ
て
、
往
生
極
楽
を
遂

げ
る
の
で
あ
る
。

五

二
一
文
字
の
別
字
問
題

真
筆
一
二
丈
字
三
文
節
の
各
丈
一
頭
を
別
字
に
変
え
た
の
は
何
故
か
。
往
生
院

本
二
一

LXハ
子
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
が
、
何
故
三
字
を
別
字
に
表
記
す
る
か
。

そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
。
第
一
証
判
奥
書
の
名
之
字
の
字
消
し

と
の
関
係
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
実
に
問
題
の
多
い
内
題
と
想
拠
丈
で
あ
る
。

石
井
教
道
は
『
昭
法
全
』
に
往
生
院
本
の
題
号
が
「
選
」
で
な
く
、
「
撰
」

で
あ
る
と
注
記
す
る
が
、
他
の
別
字
は
不
聞
に
付
す
。
六
字
名
号
は
別
字
で
表

記
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
か
、
普
通
の
南
と
同
一
視
し
て
「
往
生
」

L 



教
育
学
部
論
集

第
八
号
(
一
九
九
七
年
三
月
)

が
「
往
生
」
と
混
用
さ
れ
る
と
同
じ
扱
い
に
す
る
。

南
の
別
字
(
南
)
は
何
の
た
め
か
を
示
唆
す
る
の
は
知
恩
院
第
十
二
世
誓
阿

上
人
(
一
二
九
七
1
一
三
七
四
)
の
貞
治
四
年
十
一
月
二
十
五
日
付
の
「
黒
谷

上
人
起
請
文
(
一
枚
起
請
文
)
」
と
「
黒
谷
上
人
御
法
語
(
知
恩
寺
蔵
)
L

で
あ

る
。
ま
ず
小
川
竜
彦
『
一
枚
起
請
文
原
本
の
研
究
』
写
真
版
に
二
つ
の
新
摺
本

が
掲
載
さ
れ
、
ほ
ほ
同
じ
大
き
さ
に
拡
大
し
て
、
重
ね
て
後
か
ら
「
起
請
文
」

の
中
央
に
位
置
す
る
別
字
(
南
)
に
光
を
当
て
る
と
、
「
念
仏
之
行
南
無
阿
弥

陀
仏
恩
は
ば
や
が
て
芦
を
い
だ
し
て
唱
う
べ
き
也
」
と
読
め
る
。

し
た
が
っ
て
知
恩
院
蔵
の
両
版
木
は
一
枚
の
板
に
丈
字
ど
お
り
表
裏
一
体
に

彫
ら
れ
、
「
御
法
語
」
は
知
恩
寺
蔵
本
に
比
べ
て
一
部
に
文
字
の
出
入
り
が
あ

り
、
中
央
部
に
「
念
仏
之
行
云
々
」
が
位
置
す
る
よ
う
調
整
さ
れ
た
。

な
お
知
恩
寺
蔵
本
の
花
押
、
鎌
倉
と
粟
生
の
光
明
寺
の
源
空
花
押
は
黒
谷
の

花
押
と
酷
似
す
る
が
、
黒
谷
の
そ
れ
の
よ
う
に
「
下
生
」
の
草
名
体
と
は
読
め

な
い
。
以
上
回
つ
の
寺
院
の
源
空
花
押
の
連
携
を
象
徴
す
る
の
が
、
こ
の
版
木

で
あ
り
、
福
原
隆
善
・
加
藤
達
成
両
教
授
同
行
の
う
え
二
度
実
見
し
、
実
摺
も

し
た
。「

一
枚
起
請
文
」
と
「
起
請
文
」
と
は
、
校
合
す
れ
ば
字
の
増
減
は
「
御
あ

は
れ
み
」
の
「
御
」
の
み
で
あ
る
が
、
結
び
の
「
念
仏
す
べ
し
」
を
除
き
、
ほ

ぽ
全
面
的
に
別
字
の
関
係
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
結
ぴ
の
「
ち
志
や
の
ふ
る
ま

い
を
せ
ず
し
て
只
一
か
う
に
念
仏
す
べ
し
」
は
「
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し

て
た
だ
一
向
に
念
仏
す
べ
し
L

と
な
っ
て
い
る
。
文
字
は
大
方
別
字
で
あ
る

が
、
声
を
い
だ
し
て
唱
え
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。
「
声
を
い
だ
し
て
唱
う
べ
き
也
」

の
意
味
が
こ
こ
で
判
明
す
る
。
あ
え
て
名
号
ま
で
別
字
に
す
る
中
で
、
こ
の
よ

ノ¥

う
に
全
く
同
じ
表
現
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
念
仏
す
べ
し
L

を
強
調
す
る
。

そ
れ
故
往
生
院
本
の
三
つ
の
別
字
に
導
か
れ
た
二
十
一
文
字
は
本
来
は
声
を
い

だ
し
て
唱
う
べ
き
で
あ
り
、
本
来
は
声
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
別
字
の
意
味
が
読

み
取
れ
る
。
思
は
ば
や
が
て
声
を
い
だ
し
て
唱
う
べ
き
表
記
表
現
で
あ
る
。
本

来
は
声
に
い
だ
す
法
然
の
口
述
で
あ
り
、
そ
れ
を
別
人
が
筆
記
す
れ
ば
、
別
字

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
の
口
述
筆
記
で
あ
り
、
そ
の
筆
記
は
口
述
を
表
す
。

し
か
し
法
然
は
口
述
せ
ず
、
自
ら
筆
を
執
っ
て
書
い
た
こ
と
は
、
口
述
自
体
を

も
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
。

本
来
こ
の
表
記
表
現
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他
な
ら
な
い
法
然

白
身
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
然
自
身
の
自
己
否
定
を
表
す
。
そ
こ
に
媒
介
者
法
然

の
真
骨
頂
が
あ
る
。
道
梓
も
善
導
も
ま
た
法
然
も
弥
陀
と
の
自
己
否
定
的
媒
介

者
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
は
物
語
る
。
「
偏
依
善
導
」
の
有
り
様
も
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
自
己
否
定
的
媒
介
の
継
承
者
の
一
人
は
正
行
房
で
あ
る
。
往
生
院
本
の
三

つ
の
別
字
の
意
味
を
徹
底
的
に
黒
谷
本
「
一
枚
起
請
文
L

を
別
字
に
替
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
強
調
し
た
の
は
誓
阿
で
あ
る
が
、
上
人
は
四
本
山
統
合
の
象
徴

を
知
恩
院
に
残
し
て
、
往
生
院
本
を
隠
居
先
の
首
麻
寺
に
移
し
た
。
こ
こ
に
も

統
合
の
原
理
が
生
き
る
も
う
ひ
と
つ
の
創
造
的
師
資
相
承
が
あ
る
。
両
面
に
刻

ま
れ
た
「
還
代
に
伝
え
ん
」
と
い
う
奥
書
に
相
応
し
い
実
に
堅
牢
な
版
木
で
あ

る
。
摺
写
に
十
分
耐
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
、
深
く
彫
ら
れ
た
版
面
の
字
は
写
真

に
収
め
る
と
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
る
。
こ
の
表
裏
一
体
的
統
合
に
気
付
か
れ

な
い
ま
ま
、
こ
の
版
木
は
専
ら
「
黒
谷
上
人
起
請
文
」
の
面
が
摺
ら
れ
た
が
、

本
来
の
趣
旨
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
も
う
一
つ
の
面
も
同
じ
よ
う
に
墨
を
含
む
べ

き
で
あ
っ
た
。



往
生
院
本
に
も
驚
く
べ
き
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
極
上
質
の
料
紙
を
利

用
し
、
所
々
に
も
ぐ
さ
風
に
積
ま
れ
た
白
土
の
跡
が
、
ま
る
で
壁
の
底
か
ら
取

り
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
残
存
す
る
。
そ
の
最
大
規
模
は
第
一
頁
で
あ
り
、
油

分
が
そ
の
下
に
深
く
、
ゆ
み
と
お
り
三
二
頁
に
ま
で
及
ぴ
、
防
虫
効
果
を
も
っ
。

そ
の
廻
り
に
虫
損
は
な
い
。
唯
法
然
真
筆
の
辺
り
は
偉
ら
れ
た
と
見
え
て
、
日

付
の
口
七
日
に
虫
損
が
で
る
。
こ
の
こ
と
も
第
二
証
判
奥
書
の
真
筆
説
を
裏
付

け
る
根
拠
の
一
つ
に
な
る
。

第
二
ハ
章
の
偏
依
善
導
を
論
じ
た
四
つ
の
問
答
に
お
け
る
問
い
の
前
の
二
字

ア
キ
並
び
に
答
え
の
前
の
一
字
ア
キ
、
見
聞
き
頁
の
静
以
文
と
最
後
の
当
知

文
、
計
也
夫
の
墨
つ
ぎ
、
「
力
導
師
位
」
の
師
の
中
の
師
「
善
導
論
」
の
結
ぴ

は
草
本
な
し
に
語
れ
な
い
。
入
選
択
の
論
理
的
鍵
概
念
の
「
難
L

が
四
問
答
の

漢
詩
的
構
成
を
支
え
る
こ
と
な
ど
最
終
章
を
読
み
取
る
鍵
が
、
道
標
と
し
て
随

所
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
草
本
は
気
付
か
せ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
の
道
標
を
往
生
院
本
は
欠
落
し
た
。

-'ー-/、

生
涯
教
育
的
意
味

第
二
証
判
奥
書
を
時
・
空
的
距
離
を
お
い
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
書

写
と
念
仏
の
時
間
の
質
と
そ
の
意
味
の
相
異
を
象
徴
的
に
表
し
、
そ
れ
を
認
識

す
る
よ
う
提
示
し
た
の
に
応
じ
て
、
相
手
の
弟
子
は
次
の
三
つ
の
対
応
を
講
じ

た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
名
之
字
の
徹
底
し
た
抹
消
で
あ
り
、
次
は
「
書
写
了
」

の
「
写
L

の
字
を
擦
っ
て
消
そ
う
と
す
る
構
え
で
あ
り
、
そ
の
後
に
一
二
文
字

の
意
図
的
別
字
化
で
あ
る
。

生
涯
教
育
学
序
説
i
往
生
院
本
選
択
集
に
お
け
る
師
資
相
承
(
谷
川
守
正
)

第
一
証
判
奥
書
は
法
然
に
と
っ
て
予
期
し
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
逆
に
そ
れ

に
見
事
に
対
応
し
た
第
二
証
判
奥
書
は
当
事
者
の
弟
子
に
予
期
し
な
い
出
来
事

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
一
証
判
奥
書
へ
の
字
消
し
は
弟
子
の
激
し
い
ま
で

の
反
応
を
示
す
。

両
奥
書
の
聞
の
時
間
に
は
十
分
百
万
辺
を
越
え
る
念
仏
が
あ
っ
た
こ
と
を
、

「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
緯
と
す
」
る
師
法
然
の
教
育
的
実
存
か
ら
、
洞
察
し
た

弟
子
の
反
応
は
領
け
る
も
の
が
あ
る
。
親
驚
の
舌
禍
事
件
を
「
御
書
」
で
即
座

に
対
処
し
た
法
然
ほ
ど
の
人
物
が
徒
に
無
為
な
と
き
を
過
ご
す
は
ず
は
な
い
。

弟
子
も
師
が
手
を
扶
い
た
と
見
る
は
ず
も
な
い
。

永
年
保
存
の
写
本
号
つ
く
り
が
、
第
一
証
判
奥
書
と
い
う
突
発
的
事
件
の
発
生

に
よ
っ
て
師
資
相
承
の
現
場
に
変
わ
り
、
そ
れ
が
師
資
相
承
の
書
に
発
展
し
、

親
輔
高
等
に
師
資
相
承
さ
れ
た
。
最
初
か
ら
師
資
相
承
の
た
め
の
書
写
で
も
な

く
、
そ
の
書
の
制
作
を
計
画
し
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
、
極
上
質
の
料
紙
と

今
日
の
保
存
状
態
か
ら
か
ら
窺
い
知
ら
さ
れ
る
。

往
生
院
本
は
全
く
計
ら
ず
も
師
資
相
承
の
書
に
変
換
し
た
。
書
写
に
よ
る
師

資
相
承
な
ら
ば
、
法
然
に
矛
盾
が
生
じ
る
。
何
故
な
ら
ば
法
然
の
師
資
相
承
は

「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
綜
と
す
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
書
写
に
よ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
師
資
相
承
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
「
白
行
化
他
云
々
」
は
法
然
の
創
造
的
な
師
資
相
承
で
は
あ
る
が
、

そ
の
師
資
相
承
を
あ
え
て
書
写
に
よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弟
子
に
さ

ら
に
創
造
的
師
資
相
承
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
師
資
相
承
の
場
は

師
弟
の
生
涯
教
育
の
接
点
で
あ
り
、
師
の
生
涯
学
習
と
指
導
に
触
発
さ
れ
て
、

弟
子
の
生
涯
学
習
が
出
発
す
る
。
そ
の
場
は
師
弟
の
生
涯
学
習
の
到
達
・
出
発

ブL
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点
で
あ
る
。
法
然
か
ら
の
師
資
相
承
の
場
合
そ
の
事
例
は
特
別
で
あ
り
、
本
来

の
そ
れ
は
周
り
の
人
々
に
聞
か
れ
る
雨
声
念
仏
で
あ
る
。
ま
た
「
一
枚
起
請

丈
L

後
段
は
そ
れ
で
あ
り
、
「
尼
入
道
の
」
そ
れ
こ
そ
本
来
の
姿
で
あ
る
。

「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
綜
と
す
」
の
実
践
的
指
導
の
効
果
を
守
選
択
集
』
後

序
は
三
」
れ
を
信
じ
る
者
は
多
し
信
ぜ
ざ
る
者
は
砂
な
し
」
と
控
え
め
に
自
己

評
価
す
る
が
、
往
生
院
本
の
二
つ
の
証
判
奥
書
に
お
い
て
そ
の
成
果
が
立
証
さ

れ
た
。
第
一
証
判
奥
書
の
問
題
に
対
す
る
実
践
的
指
導
を
通
し
て
自
然
に
第
二

証
判
奥
書
が
「
白
行
化
他
唯
念
仏
を
経
と
す
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
の
で
あ

り
、
思
案
の
結
果
で
な
い
。

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
草
本
と
往
生
院
本
と
を
師
資
相
永
の
実
践
の
視
点

で
比
較
す
れ
ば
、
自
ら
も
創
造
的
に
師
資
相
承
に
参
加
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
の
師
資
相
示
論
は
親
驚
相
承
の
み
を
必
ず
し
も
正

統
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
師
資
相
示
の
方
法
と
し
て
は
一
種

の
バ
イ
パ
ス
で
あ
る
。
本
来
の
相
承
は
「
唯
念
仏
を
緯
と
す
る
」
の
実
践
に
あ

る
と
云
え
る
。
こ
れ
を
基
本
原
理
に
し
て
相
手
に
と
っ
て
の
最
適
の
方
法
が
選

ば
れ
た
。
し
た
が
っ
て
本
来
法
然
か
ら
の
個
性
的
、
創
造
的
師
資
相
承
に
優

劣
、
順
位
な
ど
は
存
在
し
な
い
。

親
驚
が
『
教
行
信
一
祉
』
の
後
序
に
記
し
た
法
然
の
真
筆
に
よ
る
南
無
阿
弥
陀

仰
と
四
七
丈
字
の
真
丈
が
法
然
か
ら
親
驚
へ
の
師
資
相
承
で
あ
り
、
そ
れ
が
両

者
の
生
涯
教
育
と
し
て
今
日
も
直
接
的
、
ま
た
は
間
接
的
に
師
資
相
承
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
白
行
化
他
唯
念
仏
を
事
と
す
が
、
個
性
的
、
創
造
的
、
対
話
的

師
資
相
承
で
あ
り
、
今
こ
こ
我
の
念
仏
が
生
涯
教
育
の
統
合
性
の
典
型
的
な
歴

史
的
実
践
原
理
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
涯
教
育
の
概
念
が
理
論
的
に
導
き
だ
き

py 
〈づ

れ
る
と
き
に
、
教
育
学
と
異
な
る
生
涯
教
育
学
が
成
立
す
る
。
法
然
真
筆
の
六

字
名
号
と
真
文
が
生
涯
教
育
の
実
践
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
た
の

が
、
親
驚
で
あ
り
、
貞
治
四
年
の
表
裏
一
体
の
版
木
に
示
唆
し
た
の
が
誓
阿
で

あ
る
。
法
然
は
こ
の
実
践
原
理
を
相
手
の
能
力
に
応
じ
て
、
個
性
的
、
創
造
的

に
師
資
相
承
し
て
み
せ
た
。
そ
こ
か
ら
豊
か
な
生
涯
教
育
の
概
念
が
開
花
す
る

は
ず
で
あ
る
。
以
上
往
生
院
本
の
奥
書
、
司
教
行
信
証
』
後
序
の
「
名
之
字
」

元
久
元
年
法
然
「
御
室
H

」
の
三
つ
の
ア
ポ
リ
ア
は
、
生
涯
教
育
概
念
の
成
立
と

と
も
に
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

「
付
一
百
」
奈
良
首
麻
寺
奥
院
で
川
中
長
老
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
往
生
院
本
を

再
三
実
見
し
て
千
日
後
、
奥
書
の
師
資
相
承
の
生
涯
教
育
的
意
味
を
解
明
で
き

た
。
同
行
の
伊
藤
・
北
西
・
西
田
教
授
初
め
多
く
の
先
学
か
ら
貴
重
な
指
導
を

頂
戴
し
、
併
せ
て
平
成
八
年
度
例
教
大
学
特
別
研
究
助
成
を
受
け
た
。
深
謝
。

た
に
か
わ

社
会
教
育
学
科
)

も
り
ま
さ

二
九
九
六
年
十
月
十
一
日
受
理


